
 土用の丑の日といえば「うなぎ」ですが、こ

れは、江戸時代に学者の平賀源内が、「丑の日

に『う』の字がつく物を食べると夏負けしない」

という言い伝えからヒントを得て、暑くてうな

ぎが売れず困っていたうなぎ屋に、「本日丑の

日」と書いて店先に貼るよう勧めたことが由来

とされています。暑さが厳しくなるこの時期に

は、うなぎをはじめとする「う」のつく食べ物

のほか、土用もちなどを食べて無病息災を願う

風習があります。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

令和 7年 6月 23日（月)              

港 区 立 高 松 中 学 校 

校 長   大 島 一 浩 

栄養士   島 田 理 香 

食中毒は、細菌やウイルスが付いた食べ物や、有害・有毒な成分を含む食べ物を

食べて、腹痛や下痢、吐き気、発熱などの症状が起こることです。１年のうちでも

気温や湿度が高くなる６～９月ごろは、細菌による食中毒の発生が多くなる時期

す。食べる前には必ず手を洗いましょう。 

おやつを食べるときは 

時間を決めましょう。 

夜ふかししたりせず、 

「早寝・早起き・朝ごはん」 

を心がけましょう。 


